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論的な検討を重ねて参りました。その中間的な議論の場として、2013 年から 2014 年にかけて
一橋大学においてワークショップを開催しました。そして、そのときのメンバーが中心となっ
て、「社会と基盤」研究会の英文ジャーナルである Disaster, Infrastructure and Society（DIS）の No. 















かでは、森元斎さんが、哲学がご専門ですけれども、Alfred North Whitehead に依拠しながら議
論を展開してくださっています。 
次に、森啓輔さんですけれども、沖縄研究、とりわけ基地の問題を専門にしておられます。
東日本大震災のときには、救助のために自衛隊が大展開する景色というものが現れたことは、
ご記憶の方も多いと思います。インフラストラクチュアというものは、近代社会のインフラス
トラクチュアでもあるけれど、同時に、国民国家のインフラストラクチュアでもあるわけです。
近代社会のインフラストラクチュアが本当に危機に瀕したときには、軍事的なものが一気に姿
を現してくる、国家のむき出しの力が現れてくるということを、我々は眼にしてきたわけです
けれども、こうした観点からインフラストラクチュアをどう考えるのかということについて、
今日は森啓輔さんにご報告を頂きたいと思っています。 
また本日は、コメンテーターとして、都市社会学・地域社会学を専門とされている三浦倫平
さんと、人類学がご専門の難波美芸さんにもお越しいただいています。今回の DIS の特集企画
を出発点としながら、お二人からのコメントをいただきまして、さらにその先へと議論を深め
ていけたらと思っています。どうぞよろしくお願いいたします。 
少し時間をオーバーしてしまいましたけれども、これで導入の報告を終わらせていただいて、
このまま西川さんの基調報告と岩舘さんの報告に移りたいと思います。 
 
  
